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第21回例会 №2112月2日㈮

　12 月に入り師走と言う事で、今年も残す
ところ１ヶ月足らずとなりました。小春日
和としぐれた日が交互に来て一歩ずつ冬に
向かっているように感じます。
　さて、12 月は「疾病予防と治療月間」です。
国際ロータリーでは、グローバル補助金等

を利用して、発展途上国で多くの人々に質の高い医療を
低コストまたは無料で受けられるよう、支援活動を行っ
ています。また、ロータリーは主な感染症について正し
い知識を広め病気の予防・治療を支援しています。国際
ロータリーの重点分野の一つですので、ご認識頂ければ
と思います。
　さて、２週続けてお休みを頂き、内容は違いますが２
つの全国大会に参加してきました。それは、NTTユー
ザー協会電話応対コンクールと電気工事組合の電気工事
技術競技大会です。共通するところは、いずれも事前に
課題が公表され、その課題に対し電話応対、電気工事技
術を競うことです。十人十色と言いますが、課題は同じ
なのにそれに対する進め方は人それぞれでした。経験と
発想の重要性、日頃の鍛錬と仕事に対する姿勢が大切で
あることをあらためて感じました。
　今日は、年次総会です。新年度になり５ヶ月が終了し
ました。たくさんのことを経験し、勉強させて頂きまし
た。まだ任期は半分以上残っていますが気を抜くこと無
く緊張感を持ってこれからも務めますのでご協力をお願
いします。

出席率　100％

本山秀樹君・髙坂光一君・飯塚宏佳君（12/３高田 RAC
代表公式訪問）

入会式
杉山高男君　㈱上越技建　代表取締役

内山　徹君
㈱新潟放送テレビ上越支社　支社長

米山記念奨学会寄付個人表彰（地区大会にて）　大島精
次君
米山功労者　水上喜芳君
ポールハリスフェロー　福田　聖君・水上喜芳君・齋藤
尚明君・田中正人君
地区ゴルフ大会　６位本山秀樹君・60 位髙橋正彦君・ニ
アピン羽深耕時君

出席・ニコニコBOX
小�熊貞良君―我家で、今年一番の事件でした。当館
時計塔の上の風見鶏が、２月の強風で落下した際、
人、車等に災いが無かったことは、神仏のご加護と
深く感謝いたします。一年中で一番有難かったこと
です。

ロータリー財団委員会―寄付のお願い

吉原惠一郎君　退会の挨拶

配布物：週報№ 20・ロータリーの友 12 月号
回覧物：財団ニュース 12 月号
報　告：下期会費について

橋詰会長エレクト
　次年度会長の橋詰です。2017︲2018 年度の理事・役員
名簿を皆様のお手元に配布させていただきましたが、こ
れについて説明させていただきます。先日の理事会にて
この内容について承認をいただきました。次年度はこの
メンバーで頑張っていきたいと思います。皆様のご協力
をお願いし、ご承認をいただきたくお願い致します。

会長挨拶会長挨拶 本山　秀樹本山　秀樹

出 席 報 告

メイクアップ

セ レ モ ニ ー

委 員 会 報 告

会員インフォメーション

幹 事 報 告

年 次 総 会
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本山会長
　只今、橋詰会長エレクトよりご提案のありました理事・

役員についてご承認いただけますでしょうか。満場拍手
で承認されました。

■本山会長
　今年度のクラブ行事として例年通り第７分
区佐藤ガバナー補佐、田中ガバナー公式訪問、
納涼会、お月見の会を行いました。また、地
区事業として９月 24 日第７分区 IM、11 月５・

６日長岡での地区大会に参加しました。また、第７分区、
地区ゴルフ大会にも参加しました。10 月 16 日には地区
補助金事業として青田川のもみじ、儀明川コヒガンザク
ラの保全整備を多数の会員の皆様、RAC、地域の関係者
の協力を得て実施しました。そして、11 月 18 日に昨年
の 60 周年記念事業として上越妙高駅にてヤマザクラの
記念植樹を行いました。11 月 12 日には高田RAC45 周年
記念式典が、盛大にやすねにて開催されたことをご報告
いたします。会員数は今日ご入会のお二人を含め 66 名
になり５名の純増ですが、残念ながら女性会員の入会は
まだありません。
　後期は友好クラブとの交流、会員増強等に更に取り組
みつつ、楽しいクラブ運営に努めていきますので、ご協
力をお願いします。

■クラブ奉仕A　橋詰委員長
　関連３委員会と連携を計り、会員増強の目
標を達成すべく活動しております。
　各委員長さんを中心に積極的に増強を展開
いただいており、成果が上がっていると思い

ます。
　私自身、クラブ奉仕Bと連携し、メンバーフォローアッ
プに務める件は道中端であり、後半に向け成果が得られ
るよう活動してまいります。

■クラブ奉仕B　牧野委員長
１．クラブ奉仕B
奉仕 Bに関係する合同委員会を５月 25 日
に開催し、本山会長の活動方針について説
明の機会を持ちました。

２．出席・ニコニコBOX委員会
ニコニコ BOX 目標額（200,000 円）に対して半期で
64％を達成しています。
３．プログラム委員会
各月間に合わせてタイムリーなプログラムを組むなど
工夫され、楽しい例会になっています。
４．親睦委員会
夜例会、８月納涼会、10 月お月見の会を開催しまし
た。お月見の会はここ数年で最高の参加人数でありま
した。
５．広報・会報・雑誌委員会
11 月「ロータリーの友」へ 60 周年記念植樹について
加藤委員長が投稿するなど活発な活動が今後も楽しみ
です。
後期も楽しいクラブ創りに務めてまいります。

■SAA　石倉委員長
　本年度は、規律がありかつ高田 RCらしい
楽しい例会となるよう、親睦委員会・出席ニ
コニコ BOX委員会と連携し努力しておりま
す。最近は卓話の際の途中退席がなくなりま

した。後期もよろしくお願いいたします。

■職業奉仕委員会　三井委員長（藤林副委員
長代読）
運営方針
　職業奉仕とは、各会員皆様の糧の根源であ
る職業を通して、会員並に地域社会へ貢献す

ることであります。その最もたる指標はあの有名な「四
つのテスト」でありますので、この精神を力強く推し進
めて行きたいと思います。
事業計画
１．月に１回「四つのテスト」を唱和する。
２．職業奉仕月間には卓話を行う。
３．職場訪問を兼ねて、医師会館での健康診断を実施。
ということを事業計画にスタートしました。月１回の「四
つのテスト」は唱和していますし、職場訪問を兼ねての
医師会館における健康診断の実施を致しました。職業奉
仕に関わる卓話は来年２月をめどに計画しています。

■社会奉仕委員会　小林委員長
　上半期の活動は、７/３関川クリーン作戦、
10/16 地区補助金事業としての儀明川・青田
川の保全活動、11/18 高田 RC60 周年記念事
業としての上越妙高駅東口にヤマザクラの植

樹などを行いました。お金だけでなく、自ら参加し労働
で奉仕することを呼びかけましたが、どの活動も予想を
上回る参加人数でした。ロータリアンとして１年に満た
ない私が委員長を務め、活動を無事終えられたのも、皆
様のご協力と、委員の方々はじめ本山会長、中田幹事、
事務局梅澤さんの強力な手助けがあったからだと思いま
す。本当にありがとうございました。後半戦は夜の委員
会開催で反省会をし、次年度に繋げたいと思います。

■国際奉仕委員会　髙橋委員長
　本年度の運営方針として、地域に在住の留
学生等との交流を図りながら、国際奉仕活動
を行う等を掲げ活動をしてきました。
① 10 月２日に石倉製麺所様の御好意により、

BBQ大会に上越教育大学留学生４名、チャールズ・C・
ストラットン君の生徒２名で参加して来ました。
②地区のロータリー財団セミナーに参加をし、グローバ
ル補助金についてセミナーを受けました。グローバル補
助金は成果と長期的な継続が望める国際プロジェクト
（３万ドル以上）を支援するもので、当クラブで実施す
るには、専門的に学ぶ必要があるように思われます。
また、親睦委員会と協力し 12 月 16 日のクリスマス家族
例会に、上越教育大学の留学生を招待しています。（現
在募集中、10 名まで）
下半期には、地域に在住の外国人の卓話を計画していま
す。

■青少年奉仕委員会　髙坂委員長（中田幹事代読）
・高田RACの例会等、定例活動への参加
・高田RAC創立 45 周年記念式典・事業への支援協力
・新井RAC再始動への協力
・IAC年次大会へ高田RACと共に協力参加
・�第 2580（東京北部・沖縄）、第 2600（長野）、第 2840（群
馬）地区との交流
・第 16 回 RYLA研修に三名の研修生と共に参加等
　現在、高田 RACは男性 12 名、女性５名、計 17 名で
活動中です。

クラブ協議会

〔お知らせ〕
会報（11/25）の卓話前島密の項での訂正です。
「生誕地下稲塚⇒下池部」及び「遠州中奉行⇒中
泉奉行」


